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【目的】植物毒素コロナチン(1)は、植物ホルモンである 7-iso-ジャスモン酸イソ

ロイシンのミミックであると共に、植物の気孔再開口活性を併せ持つ興味深い天

然物である。当研究室では、1 のケミカルバイオロジーを展開している 1。更なる

展開を行う上で、1の大量供給を必要としたが、合成上いくつかの問題を残してい

た 2。そこで 1の大量供給可能な効率的合成法の開発に着手した。 

【結果】以前の合成ではラセミ体をキラルカラムにより光学分割していたが、キ

ラル補助基を用いたジアステレオ選択的 Diels-Alder 反応により、4 の光学活性体

を得ることに成功した。更に、問題となっていた他の工程も改善し 1 の合成の総

収率並びに再現性を向上させた。また、この改良合成法を用いて光親和性基を導

入したプローブ(5)を合成、これを用いて気孔孔辺細胞より 1の結合タンパク質を

検出することにも成功したので併せて報告する。 
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